
【12月議会　市政一般質問要旨】

＜小山市民病院の経営改善について＞
(1)地方独立行政法人化による経営改善収支シミュレーションについて
①医師確保の数値の根拠を伺いたい
②看護師確保の根拠および７：１看護体制に向けた考え方について
③休診中の３診療科を早期に再開すべきと思うが市の考え方は

④病床稼働率の目標をきちんと示して説明すべきである
⑤医業収支の黒字化は本当に実現できるのか

(2)回復期・慢性期病床を早期に整備すべきと思うが、執行部の考えは

(3)緑の健康づくりの森整備とどんなものなのか詳しく伺いたい

＜小山駅東口整備について＞
(1)これまで実施してきた、また今後実施していく安全対策について伺いたい

(2)通路の真ん中になってしまった公衆トイレを早急に移設していただきたい
(3)東口出入り口付近の朝・夕の交通安全対策について伺いたい
(4)交番設置に向けて警察との協議を行っていただきたい

＜国民健康保険特別会計予算の編成について＞
(1)予算規模と事業内容をどのように考えているのか
(2)医療給付費の抑制策、不能欠損額・収入未済額の改善策について聞きたい

(3)国民健康保険税を改定する考えはないか

【民生消防常任委員会行政視察】
･10月19日(水)熊本県宇城市

〈子育て支援センター〉　
　保育園に併設された市内6ヶ所の子育て支援センターで

は、それぞれの特徴を生かした事業をを行い、市内の各地

から子育て世代の皆さんに利用されていました。
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　新年、明けましておめでとうございます。

　日頃からの皆様のご支援に心より感謝申し上げます。これからも、安全で安心な小山市を目指して取り

組んでまいりますので、変わらぬご支援をよろしくお願い致します。
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　平成23年度第5回小山市議会定例会が、12月1日から22

日の会期で開催されました。

　今期定例会に上程された議案のうち、｢小山市学童保育館の

指定管理者の指定について｣､｢小山市公共自転車駐輪場およ

び小山市営思川駅前駐車場の指定管理者の指定について｣､｢

駅の道思川の指定管理者の指定について｣の3議案については、

指定期間を5年とする議案が上程されましたが、多くの議員から

異論が出たため、最終日に議案が取り下げられ、改めて指定期

間を3年とする議案が追加上程され、可決されました。

　その他の議案は全て原案通り可決されました。

一般質問をする山野井議員 

松橋子育て支援ｾﾝﾀｰを視察 



･10月20日(木)熊本県水俣市

〈環境ﾓﾃﾞﾙ都市としての取組み〉　

･10月21日(金)福岡県大牟田市

〈大牟田市立病院の運営状況〉

【民生消防常任委員長の活動】

･11月11日(金) 

 ｢高規格救急自動車配車式｣参列

･10月23日(日)

 ｢第24回全国スポレク祭全国パークゴルフ大会inとちぎ｣参列

・12月4日(土)

｢本場結城紬ﾕﾈｽｺ無形文化遺産登録1周年記念式典｣参列

　結城紬が昨年11月16日に同遺産登録されたことから、記念式典

及び本場結城紬パレード・同ファッションショーを栃木県と共催で開

催。式典には、福田富一知事をはじめ多くの来賓・関係者・市民等

が参加し、結城紬に対して功績のあった皆さんが表彰されました。約

百人の本場結城紬に身を包んだパレードは圧巻で、その後、女優：

島田陽子さんのトークショーが行われました。最後に、結城紬を素材

に和と洋、カジュアルとフォーマルの調和したファッションショーも大喝采

でした。

　小山市消防署に最新鋭の救急車が配備されました。鍵

の贈呈､市長挨拶の後､民生消防常任委員長として祝辞

を述べました｡

　この救急車は､様々な救急活動に対応するため､機動

性・耐久性に優れた｢高規格救急自動車専用車両｣を採

用し､救急救命士が適切な救急処置を行うための高度救

命処置用資機材を積載しています｡

　おやまパークゴルフコースで開催された本大会に来賓として参

加しました｡

　私は｢小山市パークゴルフ協会｣の顧問をしており､パークゴル

フの競技人口の拡大に少しでも協力できればと思っています｡

　パークゴルフに興味のある方は､ご連絡を｡

　2008年に環境モデル都市に認定された水俣市では、資

源循環の取組みとして、22種類のゴミ分別などに取り組ん

でいます。また、再生可能エネルギーとして、バイオエタノール

の生産により公共交通に利用しています。

　平成22年に地方独立行政法人となった大牟田市立病

院では、理事長を先頭に一丸となって経営改善に取組

み、黒字経営を続けています。また、病院運営に欠かせな

い医師・看護師については、関係機関や関係団体との運

営強化に努め、十分な人材を確保しています。

環境モデル都市の水俣市を視察 

独法化した大牟田市立病院を視察 

新たに配備された高規格救急自動車 

大会マスコット『とちまるくん』 

地機（結城紬) 


